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第 1 章  とりあえず内訳書を作成する 

ここここここここのののののののの電電電電電電電電気気気気気気気気設設設設設設設設備備備備備備備備積積積積積積積積算算算算算算算算シシシシシシシシスススススススステテテテテテテテムムムムムムムムのののののののの概概概概概概概概要要要要要要要要をををををををを以以以以以以以以下下下下下下下下にににににににに示示示示示示示示ししししししししまままままままますすすすすすすす。。。。。。。。        

積算に必要な使用資材、歩掛、労務単価等を登録したファイルを以降マスターファイルと呼びます。 

マスターファイルより資材を選択して内訳書を作成します。 

その内訳書から材料、労務費を集計して原価計算を行います。 

以上がこのシステムで出来ることです。 

では、これから見積もりを始めましょう。 

 

 

 

   スタート-メニューか、ディスクトップ上でここをクリック 

①ファイルをクリックしてつぎに新規作成をクリック 

     

      

           初期画面が表示されるので、①新規 

          作成で内訳作成ウィンドを表示し 

         します。 

注：②の MENUからのマスター呼び 

出し、または切替ができますので 

複数のマスターファイルを登録して 

選択して呼出し、マスターファイル 

の編集が可能です。 

選択したマスターファイルは 

次回の呼び出しから表示される 

            ようになります。 

           

 

 

 

 

 

１－１、新規に内訳作成ウィンドを表示 

          ここから品名、規格、数量、単価を 

          入力して内訳を作成します。 

          しかしその方法ではワープロ、表 

          計算と同様に手間がかかるので 

      1 項目から表示  ここに拾い出し数量を入力すれば   使用資材、歩掛等登録したマスター 

      下段は行番号   積算数量は自動で表示    ファイルを呼び出します。 

下段は原価等を入力（必要な場合）   そこから必要な資材等を選択すれば 

          内訳作成画面に転送されますので 

          拾い出し数量を入力するだけで内訳 

          を簡単に作成できます。 

   このウィンドに各工事項目が表示される。       ここに歩掛を入力すれば労務費が計 

算されます 

            上段は労務費 1(電工)、下段は労務 

費 2（普通作業員）を入力します（労 

務費を計上して積算モードで有効 

 右側の隠れた部分はここをクリック  

est.exe.lnk
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１－２、マスターファイルを呼び出す 

           マスターファイル呼出と 

           マスターファイル切替 

        ①マスターファイルをクリックすると    が表示される 

           呼出は登録されたマスターファ 

イルを表示します。 

           切替は複数登録してあるマスター 

ファイルの別のマスターファイル 

を呼出す時の機能です 

            

 

マスターファイルの呼出し 

    

            一度選択すれば次からはメニュ 

            からマスター呼び出しで、選択 

①ここをクリックすると登録分類内容が表示される       したマスターファイルが表示

            されるようになります。     

             

 

      初期画面マスターファイルの内容（分類 1：小項目）が表示される 

  

         マスターファイルが呼び出され 

         て内訳作成画面が半分割される。 

 

 

 

 

 

 

マスターファイルが表示されたので分類を移動する 

で  

             

   マスターファイルは通常分類１ 

                 から表示されるので分類を移動 

※ここに登録してツリーの見出しを作成する。 

      して小項目を表示します。 

  ①電線管類をクリックして合成樹脂管をクリックすると     マスターファイルには 999分類 

                      各分類ごとに 9999 まで表示 

②合成樹脂管の内容が表示される             出来ますが登録データー数は 

            30,000 です。 

            内訳ファイルも 999 項目 

            各項目ごとに 9999 まで表示 

            登録データー数は 10,000です。 

         また、キーボード操作もでき 

ます。F1 キーで分類移動表示 
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１－３、マスターファイルを切り替える 

             

マスターファイルを複数登録 

            して用途に応じて使い分け 

            したいときにこの機能を利用 

    マスターファイル切替をクリックると     します。 

            

      

 

 

 

      ②小項目をダブルクリックするか 

 

マスターファイル選択ダイアログが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ﾏｽﾀ-1.mst を選択すると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ﾏｽﾀ-1.mst が表示される 
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 １－４、マスターから内訳書へデーターを送る 

 

            工事項目を選択して転送します。 

      キーボード操作は F8 に対応 

               しています。 

     ①ここをクリックして小項目を選択            ※Tab キーでも同様の操作が 

                   行えます 

  

       

     ②電灯設備をダブルクリックすると 

 

          ③ここに転送されたので 

   ④記号に番号、またはアルファベット等を入力   

   (これがないと項目作成時に金額が表示されない) 

 

 

 資材を選択 

            次に使用資材を選択して内訳 

            作成ウィンドに転送します。 

             

             

     

 

 

    ①次に合成樹脂電線管を選択して 

 

     ②ここをダブルクリックすると 

 

 

 

 

 

      ここに転送される 

材料を内訳作成画面に送る 

            ２行目以降へマスターから 

             資材を選択して転送します。 

                キーボードでマスターから 

            内訳作成ウィンド間のカーソル 

            移動は Ctrl+Tab キーを同時 

            に押します。 

            ※連続して材料を転送したい時 

            は数量を入力せずにマスター 

            から連続して材料を選択して 

            転送を繰り返せば連続して行え 

              ます。 

 

        

 

        カーソルが自動的にに移動するので数量を入力すると金額が計算される 
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 １－５、付属品を計算する 

            電線管の入力が終了すれば 

            次に合成電線管付属品の分類 

            をマスターから選択して 

            内訳作成画面に転送します。 

            鋼製電線管を使用した場合は 

   ①ここをダブルクリックすると       同様に鋼製電線管付属品を 

            マスターから選択して同様の 

            操作を行います。 

 

 

 

 

 

       ②Enter を押すと自動的に１式と金額が計算されて表示される 

  

１－６、雑材を内訳作成画面に送る 

            資材の入力が終了すれば 

            次に雑材消耗品の分類を 

            マスターから選択して 

            内訳作成ウィンドに転送します。 

     ①ここをダブルクリックすると      カーソルが自動的に移動します 

            ので Enter キーを押せば雑材 

            消耗品の金額が表示されます。 

 

             

             

             

             

             

 

 

     ②Enter を押すと自動的に１式と金額が計算されて表示される 

 １－７、労務費を内訳作成画面に送る 

            雑材消耗品入力が終了すれば 

            次に労務費（電工）の分類を 

            マスターから選択して 

            内訳作成ウィンドに転送します。 

            カーソルが自動的に移動します 

   ①労務費をダブルクリックすると      ので Enter キーを押せば労務 

            費の人数と金額が表示されます。 

            注：資材で歩掛２に数値が入力 

            されている場合は労務費２（ 

            普通作業員）の分類を選択して 

            同様の操作を行います。 

 

 

 

      ②Enter を押すと自動的に自動的に人数と金額が表示される 
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 １－８、項目の合計を計算する 

            労務費入力を終了したら 

            次に小計の分類をマスターから 

            選択して内訳作成ウィンドに転 

送します。 

     ①小計をダブルクリックすると      カーソルが自動的に移動します 

                ので Enter キーを押せば編集 

            項目の合計金額が表示されます。 

            注：資材と労務費の間に資材の 

   合計入力ボタンをクリックすると合計計算ダイアログ     小計を入れたい場合はマスター 

   が表示されるので同様の操作が行えます。      から項目内計の分類を選択して 

            同様の操作を行います。 

      

 

         

       ②Enter を押すと自動的に合計金額が表示される 

１－９、次の項目を開く 

            1項目の入力が終了すると次の 

            工事項目を作成します。 

     ①新項目を追加をクリックすると      項目追加ダイアログが表示さ 

れるので続いて項目追加する 

            場合はＯＫボタンで次の項目 

               が開きます。 

         

       

            ※品名入力部分で右クリック 

            しても項目移動ダイアログが 

            表示されます。 

 

 

 

       ②項目追加ダイアログが表示されるのでＯＫを選択 

         

 

 ２項目が開く 

            この時点で項目 1はメモリーに 

            記憶されていますのでツリーの 

            電灯設備工事をクリックすれば 

            １項目に移って内容が表示され 

            ます。新項目が出来た時点で 

Backup.estファイルが作成され 

            １項目の電灯設備工事の内容が 

書き込まれます。 

エラー終了した場合にはこの 

ファイルを読み込むと 1 項目 

前までの内訳が表示されます。 

 

 

   １項目の電灯設備工事が表示され、新しく２項目が表示された 
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 １－１０、電卓ダイアログで数値入力 

            ２項目に次の電話設備工事 

            を１項目と同じ要領で作成し 

            ます。 

            ここで電卓ダイアログによる 

            数値入力をします。 

            2ｘ5＝10 と計算結果を入力し 

            たい時はこのような方法で 

        ②電卓ダイアログが表示されるので 5 を入力すると 10 が表示される 

            できます。また数量が 50 で 

            10 追加したいときは数量に 

            カーソルを移して+を入力 

            するとダイアログが表示されま 

            すので 5 Enterで 15になります。 

        ①拾出数量でダブルクリックするかキーで 2*を入力すると 

 作成した内訳の内容 

 

         ※この表示はマスター 

             ファイルを閉じた状態 

         で全体をチェックする 

         場合に便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １－１１、作成した各項目の集計を新たに項目 1 につくる 

ここまでで、項目１、２の内訳ができましたので次に各項目を集計して表紙を作成していきます。 

方法は１項目に項目挿入ボタンで項目を挿入して現在の１項目以降を２項目以降に繰り下げて新しい１項目に 

電気設備工事 

１電灯設備工事    １式○○     ←各項目の記号１と小項目項目分類番号を一致させると単価が表示される。  

２電話設備工事    １式○○     ←各項目の記号２と 〃   分類番号を      〃 

のように入力するか、各項目の１行目（小項目）を行コピーで１項目の２行目以降に貼り付けていく 

方法もありますが次の操作で簡単に作成できます。 

（中項目、大項目の作成は項目作成機能が無いのでこの操作で行います） 
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 項目作成ダイアログを表示する 

             

             

②項目作成ボタンを選んでクリックすると

     ※品名入力部分で右クリック 

            しても項目移動ダイアログが 

            表示されます。 

   ①電灯設備工事を選んでダブルクリックし１項目を表示 

        

        

 

 

 

     ③項目作成ダイアログが表示されるのでＯＫを選択 

    

 

 項目１に工事項目が挿入表示された 

            各項目の工事項目（小項目）が 

            １項目に挿入され１行目から 

            自動的に１項目に集計表示 

            されます。 

            元の項目は２項目以降に繰り 

項目集計が１項目に挿入された       げられます。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もう一度マスターを呼び出し 

            次に中項目、各項目の合計を

            入力するためマスターを呼び 

   マスターファイルをクリック       出します。 
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 中項目分類を選択 

            分類集計ダイアログを表示して 

            中項目分類を選択します。 

 

 

   ②Tab キーで分類に“62“を入力して Enter すると 

 

 

 

 

 

 

    ①中項目を選んでダブルクリックするか 

 

 

 

 

 中項目分類が表示された 

 

      キーボード操作は F8 に対応 

       ③転送ボタンをクリックすると    しています。 

               ※Tab キーでも同様の操作が 

            行えます 

   ①中項目を選択して表示し 

     

      ②ここを選んでダブルクリックするか 

 

 

         

       

      ⑤式は必要ないので Delete キーで削除 

      ④中項目がここに転送された 

 

 

 次に、合計（表紙計分類）を表示 

 

            合計入力ボタンを押して 

            合計入力ダイアログ表示するか 

            合計計算の総合計をクリックし 

            て総合計を表示して合計を 

      ①ここを選んでダブルクリックするか     内訳作成ウィンドに転送 

 

 

 

 

          ②総計決定ボタンをクリックすると 
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 総合計分類が表示された 

 

      キーボード操作は F8 に対応 

         ②このボタンをクリックすると   しています。 

               米 Tab キーでも同様の操作が 

            行えます 

       ①ここを選んでダブルクリックするか     表紙に合計金額を表示する 

            には総合計分類で合計を計算 

            する必要があります。 

            （総合計以外の計では表示され 

            ませんので必ず使用してくだ 

            さい） 

            ５行目の空行は行削除で必ず 

            削除してください。 

            印刷時ページの最終行＋１の 

            場合空ページが印刷されます。 

      ③表紙計がここに転送された 

出来上がった各項目の内訳はこのようになっている 

            内訳作成画面の構成は以下の 

            ようになっています。 

            １項目：各項目の集計 

            ２項目：１の工事項目 

            ３項目：２の工事項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これで見積もりが完成しましたので次に表紙を作成します。 
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 １－１２、表紙を作成 

            キーボード操作は F7 に対応 

            しています。 

      ①表紙作成ボタンをクリックするか 

  ②メニューから表紙作成を選択すると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表紙作成ダイアログが表示された 

            提出先を入力するにはそのまま 

            文字を打ち込むか、相手先ファ 

            イルに登録してある名称をを 

                  表示して提出先に転送します。 

      ①工事名称等を入力 

 

         ④ここをクリックして住所ダイアログ 

         入力を呼び出す 

           総合計の金額が表示されている  ②日付入力を  

 

       ③条件等を入力 

 

 

 

 

 住所ダイアログが表示された 

 

 

 

       ③転送ボタンをクリック 

      ②ここに提出先が表示されたので 

        

 

 

 

 

 

    ①一覧表が表示されるので提出先を選択してダブルクリックすると 
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表紙作成ダイアログに取引先が表示された 

            これで表紙作成が終了しました 

            ので印刷プレビューで確認しま 

  ③次にファイルをクリック         しょう。 

            それにはファイルをクリックし 

            ます。 

         

 

 

          ②OK をクリックして 

        ①提出先が表示されたので 

 

 

 

 

 

 １－１３、印刷の用意をする 

            ファイル→プリンタ設定を選択 

 

 

 

 

   

 

 

     プリンタ設定をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 プリンターの機種、用紙設定を行う 

 

            通常は A4 横書きに設定して 

            いるので A4 の用紙を選択 

             はします。 

              縦書きに設定した場合は縦を 

現在使用の機種が表示     機種を変更する場合 

ここをクリック 

     B5 横書きに設定した場合は 

            B5 用紙を選択します。 

 

     A4 用紙を選択 

         横書きを選択 

 

          設定を完了したら OK をクリック 
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 次に印刷プレビューを選択 

            直接印刷する場合は印刷を選択 

            します。 

            印刷する内容を一度画面に表示 

            して内容をチェックする場合は 

            プレビューを選択します。 

   

 

 

 

 

     次に印刷プレビューをクリック 

 

 

 

 

 

 印刷設定ダイアログが表示された 

            通常はこの表紙付内訳印刷を 

            選択します 

 

 

 

 

     ここにチェックを入れる 

 

     印刷条件はこの 4 つのチェックボックスへ 

     チェックを入れる 

 

 

 

 

 

 印刷プレビューの１枚目が表示された 

            表紙付内訳書の１枚目が A4の 

            横書きで表示されます。 

     次のページを見るときは  プレビュー終了は          表紙作成ダイアログで入力した 

     ここをクリック   ここをクリック           工事名、提出先、条件、日付 

            が表示されています。 
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 ２ページ目が表示された 

 

 

     次のページを見るときは 

     ここをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ページ目が表示された 

 

 

      プレビュー終了は 

      ここをクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 印刷設定ダイアログで内訳書印刷を選択 

            １ページ目から内訳書形式で 

            印刷したい場合は 

 

 

 

     ここにチェック 

 

 

 

 

 

 

 



 17

 １ページ目を表示 

            このように１枚目から明細書 

            形式で印刷されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １－１４、作成した内訳書の保存 

            ファイル→新規作成で新しく 

            内訳書を作成した時はファイル 

            に名前がついていないので 

            名前を付けて保存をクリック 

            します。 

            以前に作成したファイルを読み 

            込んで訂正して再保存する時は 

            上書き保存をクリックします。 

   名前を付けて保存をクリックを選択      また、そのファイルの名前を 

            変えて保存したい時や別の 

            ディスク、またはホルダーに 

            保存したい時は名前を付けて 

            保存を選択します。 

 

 

 

 ファイル保存ダイアログが表示された 

            今回は sample.EST の名前で 

            保存しましたが、通常はわかり 

            やすい名前を付けて保存すると 

            よいでしょう。 

            例：矢野ビル.EST 

      ③このホルダー内に      .EST は自動的に付くので入力 

      ④この名前で保存された       する必要はありません。 

            この backup.EST は自動作成 

                されるバックアップファイルで 

            項目移動の度に更新されます 

             のでシステムが動かなくなり 

            再起動した場合にこのファイル 

       ①この名前で     ②保存するとを読み込めば表示されます。 
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第２章 データ構成 

第１章で簡単な内訳書を作成しましたが、次にシステムのデータ構成について説明します。 

 

２－１、１行のデータ内容を表示 

 

 

 

         1 行のデータ構成内容 

 

   ①内訳作成ウィンドで電灯設備をクリックして  

 

 

      ②その内容を表示 

 

 

 

 

 

 

 詳細ダイアログを表示して１行の内容を表示 内枠作成ウィンドウに表示されたデータと詳細ダイアログとの関連を矢印で示します。 

 

 

          ②詳細表示ボタンを押して詳細ダイアログを表示 

             

             

              

     ①ここを右クリックするか        

             

             

             

             

 

 

            １行のデータ内容はこのように 

            なっています。 

           複合単価 これはマスターファイルも 

              共通です。（分類移動） 

     ここに 7 品目入力できる           資材、単価、付属品、雑材 

            労務費、その他を入力すれば 

            内訳書で付属品、雑材、労務費 

            の行に金額が自動計算されて 

              表示されます。 

            また複合単価が表示されます。 

                （複合単価で計算の場合必要） 

            通常は備考１を印刷 

            備考２を印刷する場合は 

              印刷ダイアログで備考２ 

                を印刷を選択 
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２－２、新しくデータを入力する 

              ①常時複合単価で表示にチェッ 

               ク入っているときは内訳作成 

            画面の単価も複合単価で表示 

されます。 

                ②２品目以上登録した場合に 

            必ず複材をチェックしてくだ 

   ③ここに労務単価が入力されていない場合      さい。そうしなければ１品目 

            の単価しか表示されません。 

            ③に歩掛が入力されて④に労務 

   ②歩掛があって         単価がない場合は複合単価が 

      ①複合単価で計算が表示されて 労務費なしになりますので 

            自動チェックされます 

            マスターファイルに登録されて 

            いないデータを新たに作成する 

            時は詳細ダイアログを表示して 

            ここに入力していきます。 

            ①、②、③の条件がそろった 

            時にこのダイアログを閉じると 

 労務単価チェックのメッセージが表示される 

            労務単価が登録されていないの 

            で、労務費が計算されないのを 

            自動的にチェックしてこの 

            ダイアログが表示されますので 

            OKボタンを押してチェックされ 

            た行にカーソルを移動してもう 

            1度詳細ダイアログを表示しま 

            す。 

 

 

 

 

 

 

 再度、詳細ダイアログを表示する 

 

 

 

 

              ②呼び出しボタンを押すと 

 

 

 

 

     ①ここをチェックするか  ③労務単価登録ダイアログが表示されるので 

     電工をダブルクリックすると 
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 再び内訳作成画面にもどる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ④ここに労務単価が入力されている 

 

 

 

 ２－３、常時複合単価で表示された材料について 

            常時複合単価で表示するが 

            チェックされている時は 

            内訳作成ウィンドウの単価に 

            複合単価が表示されます。 

   ここがチェックされてる         これはマスターファイルの 

            データを示したものですが 

            どちらも同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次に材料を合計して表示された資材を示します 

            材料を合計して表示するが 

            チェックされている時は 

            内訳作成ウィンドウの単価に 

            材料費の合計が表示されます。 

     ここがチェックされてる       これはマスターファイルの 

            データを示したものですが 

            どちらも同じです。 
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第３章 マスターファイルについて 

 マスターファイルは積算に必要な資材、計算式を分類べつに登録したファイルです。 

            MENU からマスターファイルを 

            呼び出す場合に“マスターファ 

            イルが登録されていません。新 

ここをクリック                   しくファイルを作成しますか 

            ？“のメッセージが表示される 

            場合はいいえをクリックして 

            マスターファイル切替で 

            マスターファイルを選択して 

            表示します。 

             

 

 

 

 

 

 ３－１、材料分類について 

            初期ウィンドは小項目 

            １分類目に登録した内容 

               が表示される。 

 ここをクリックすると登録内容が展開される 

 

 

       下段に仕切り単価（必要な場合） 

            

            

 

 

 

 

 

ここをクリックして右スクロールし  

       見えない部分を表示する 

 ツリーが展開されウィンドに鋼製電線管を表示する 

            品名、規格、単位、単価、備考 

            歩掛が登録されています。 

            歩掛 1 に電工を入力 

            歩掛 2 に普通作業員 

上段に積算単価を入力     歩掛に続いて付属品率、補給率 

            雑材率、その他１率、その他２ 

            率が入力されています。 

            その他 1は労務費のみの掛け率 

            その他２は資材+労務費を合計 

            したものの掛け率です。 

            通常はその他 1を使用します。 

            その他２は機械設備工事の配管 

            等に使用します。 
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 分類表示の蛍光灯器具を選択 

 

 

 

 

 

 

 

    ここをクリックして蛍光灯器具を表示 

 

 

       

 

 

 

 

 蛍光灯照明器具が表示された 

 

 

 

            蛍光灯照明器具はこの分類を 

選択して内訳作成ウィンド 

               で品名に図面の照明器具の 

            記号を入力、単価を入力 

    単価は内訳作成ウィンドで入力      します。 

 

       複合単価に労務単価 x（１+その他率）が表示されている 

 

 

 

 

 

 

 分類移動で鋼製電線管付属品を選択 

 

 

 

 

    ここをクリックして鋼製電線管付属品を表示 

 

 

     ①鋼製電線管付属品ダブルクリックするか 
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３－２、計算分類について 

            ここからが自動で計算する分類 

            です（労務費を計上して積算） 

            モードで有効になります。 

この分類番号が鋼製電線 

            管付属品の計算に割り当て 

            られていますので内訳書に 

             この分類を転送すれば 

    １行目は見出し        自動で計算されます。 

            （複合単価で計算では付属 

   この行以降を使用        品は複合単価に組み込まれ 

            ますので付属品金額は表示 

            されません） 

            設定-演算分類設定で演算 

            の分類を設定します。 

 

 

同様に雑材消耗品分類を表示する 

            この分類番号が雑材、消耗 

            品の計算に割り当てられて 

            いますので内訳書にこの分類 

            を転送すれば自動で計算され 

            ます。 

                （労務費を計上して積算） 

            モードで有効になります。 

 

        １行目は見出し 

 

      この行以降を使用 

 

 

 

 

 

同様に労務費１分類を表示する 

            この分類番号が労務費１の 

            計算に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            すれば自動で計算されます。 

                （労務費を計上して積算） 

                    モードで有効になります。 

 

      １行目は見出し        注：複合単価の労務費はこの 

      この行以降を使用   この単価で計算される     分類とは別の労務単価データ 

            を使用していますので労務 

            単価が一致していない場合は 

            複合単価と合わなくなります。 

            ※労務単価設定を参照 
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同様に諸経費分類を表示する 

            この分類番号が諸経費の 

            計算に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            すれば自動で計算されます。 

                （労務費を計上して積算） 

                     モードで有効になります。 

 

   １行目は見出し 

       この掛け率で計算される 

   この行以降を使用 

 

 

 

 

 

 

同様に小計分類を表示する 

            この分類番号が小計の 

            計算に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            すれば自動で計算されます。 

                各項目の合計（小計）をこの 

                    分類で計算します。 

 

 

 

      １行目は見出し 

 

      この行以降を使用 

 

 

 

 

同様に総合計分類を表示する 

            この分類番号が総合計の 

            計算に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            すれば自動で計算されます。 

                これは表紙付内訳書で表紙に 

                    金額￥〇〇〇，〇〇〇円- 

            を表示する場合に使用します。 

            小項目集計（１項目）の合計等 

    １行目は見出し        に使用します。 

    この行以降を使用        ※表紙に合計を表示する場合は 

            表紙に出力する項目に必ずこの 

            計算分類を使用します。 
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同様に項目内計分類を表示する 

            この分類番号が項目内計の 

            計算に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            すれば自動で計算されます。 

                これは各項目内で材料と材料 

                    材料と労務費の間を小計で 

区切りたい場合等に使用 

   １行目は見出し        します。 

   この行以降を使用         注：労務費は項目内計には関係 

            なく１項目のデータすべてを 

            計算します。 

 

 

 

 

 

３－３、大、中、小項目分類を表示する 

            この分類番号が小項目の 

            表示に割り当てられています 

             ので内訳書にこの分類を転送 

            して各項目を作成すれば各項目 

                の集計を表示した時に内訳書の 

                    記号と分類が一致していれば 

    １行目は見出し        金額が自動的に計算されて 

            表示されます。 

            １－４を参照 

 

 

     1 行目行以降を使用 

 

 

 

 

同様に中項目分類を表示する 

            この分類番号が中項目の 

            表示に割り当てられています 

             ので内訳書の項目集計の項目 

            の上に上位項目(中項目)を作成 

                したい時にこの分類を使用しま 

       １行目は見出し        す。記号と分類が一致していれ 

            ば金額が自動的に計算されて 

            表示されます。 

             

    1 行目以降を使用 

 

 

 

 



 26

同様に大項目分類を表示する 

            この分類番号が大項目の 

            表示に割り当てられています 

             ので内訳書の項目集計の項目 

            の上に上位項目(大項目)を作成 

            したい時にこの分類を使用しま 

                    す。記号と分類が一致していれ 

            ば金額が自動的に計算されて 

   １行目は見出し        表示されます。 

             

   この行以降を使用 

 

 

 

 

 

 

以上でマスターファイルの内容について説明しましたがこのファイルを自社の単価にあわせてカスタマイズする事も 

資材を追加登録することも新規に作成して、独自の新たなファイルを作成する事もできます。 

いずれにしても元のファイルは残すようにして名前を付けて保存で別のファイル名の物を変更したほうがよいで 

しょう。 

 データを新規作成、追加登録する場合は F8 キーで詳細ダイアログを表示してそこに入力します。 

 

３－４、詳細ダイアログを表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    この部分にも入力するため詳細ダイアログを表示する必要がある 
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第４章 特徴と機能 

４－１、複合単価計算 

 このシステムの特徴は内訳書を複合単価（資材に労務費、付属品、雑剤等を含めた単価）モードで積算か、労務費を計上して 

積算モード（資材と労務費、付属品、雑材等を別に計上）を選択して作成できます。 

またすでに労務費を計上して作成した内訳書を複合単価の内訳に変更することも、逆に複合単価で作成した内訳書を労務費を計上 

して積算の内訳書に変更する事もできます。 

 それでは最初に作成した内訳書を複合単価で計算に変更してみましょう。 

 

  

 

 

 

 

        複合単価で表示をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 複合単価表示ダイアログが表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ここにチェック（レレレレ）を入れる 

 

 複合単価明細書に切り替わる 

            複合単価で表示モードに切り 

            替えると付属品、雑材、労務費 

            は資材に含まれ材工共の単価に 

            なりますので付属品等の金額が 

            表示されない行は不要になり 

            ますのでそれらを行削除で 

            削除します。 

       付属品から数量 1と金額が消えた   注：逆に複合単価で計算モー 

            ドから労務費を計上して積算 

            モードに変更した場合は、 

                付属品、雑材、労務費を入力 

                    する必要があります。 

雑材から数量 1 と金額が消えた  

       労務費から電工人数と金額が消えた 
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４－２、空白行を挿入、削除する 

            キーボード操作は F3 に対応 

            しています。 

    ①行挿入をクリックすると        次に行削除をクリックするか 

            F4 キーを押すと空白行（カー 

            ソル）の表示されている行が 

             削除されて以降の行が 1行上に 

    ②カーソルの行に空白が挿入される      繰り上げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－３、行を指定して複写する 

            キーボード操作は F2 に対応 

            しています。 

     ①行複写をクリックすると        ここでは開始行に 2、終了行 

            に 12 を入力してみます。 

 

 

 

 

        ②ダイアログが表示されるので 

        ここに開始行と終了行を入力して 

        ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキーを押すと 

         

 

 

 

 

 コピー先ダイアログが表示される 

            2～12行まで記憶しましたので 

            これを指定場所へ書き込み 

ます。 

            この項目内に書き込むことも 

            できますがコピー先を新しい 

            項目に指定してみます。 

 

 

 

   ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキーを押す 
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 新規項目を表示する 

            新規に項目４を表示する。 

 

      ①新項目追加をクリックすると    

 

     

     

 

 

 

 

②新項目追加ダイアログが表示されるので 

ＯＫをクリックするか、Ｅｎｔｅｒキーを押す 

 

 

 

 

 新項目 4 に書き込む 

            新規の 4項目が作成されるので 

            左図の操作を行えば 2 項目で 

            記憶した 2～12 行目のデータ 

     ②貼り付けをクリックするかＣtrl+V キーを同時に押す      が４項目に 1 行目から書き込 

まれます。 

       ①1行目をクリックしてカーソルをここに移して 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－４、項目を挿入する 

            1～3 項目まで内訳が作成 

            されている時に 2 と 3 項目 

            の間に新たに項目を作成した 

            い時があります。 

            その手順を以下に示します。 

    ②カーソルをここに移して 

     ①３行目の電話設備工事をクリックして 
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 項目移動で 2 項目を表示する 

            キーボード操作は F5 に対応 

            しています。 

       ①項目挿入をクリックすると 

 

 

 

 

 

 

        ②ダイアログが表示されるので 

        ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキー 

        を押すと 

         

 

 

 

 項目が挿入された 

            もとの 3 項目が 4 項目に繰り 

            下げられて新しく 3 項目が 

            作成されていますのでここに 

            新たに内訳を作成していきま 

            す。 

            次に新規に追加された５項目を 

    ③新規に 3 項目が作成された           削除してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－５、項目を削除する 

            キーボード操作は F6 に対応 

            しています。 

          ①項目削除をクリックすると 

 

 

 

 

 

 

 ②ダイアログが表示されるのでＯＫを 

 クリックするかＥｎｔｅｒキーを押すと 
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 項目が削除された 

            ５項目が削除されて４項目 

            が表示されました。 

            同様に３項目も削除したい 

            時は３項目を表示して同様 

            の操作を行います。 

 

     ③4 項目が 3 項目に繰り上げられた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－６、単価を変換する 

            作成した内訳書の単価を変更 

            する必要がある場合各行で単価 

            を変えなくても分類を指定して 

            一括で変更する事が出来ます。 

   メニュから単価変換をクリック       これはマスターファイルも同様 

            に変更できますので自社に 

            合った単価のマスターファイル 

              を作成する事が出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 単価変換ダイアログが表示された 

            開始分類はマスターの 1 から 

            最終分類の範囲から選択 

            終了分類は開始分類から最終 

            分類の範囲から選択します。 

            掛け率は 0.01～999 の範囲で 

            入力します。 

            指定項目は内訳書の項目の範囲 

            内で入力します。 

            全項目指定にチェックを入れ 

            ると１～終了項目まですべて 

            の項目を変換します。 

        

        

       開始分類と終了分類を入力（ここでは 7-14 を入力） 

指定項目は 2(表示されている項目を変換)  掛け率を入力 0.01～999（ここでは 2 を入力）     Ｏ
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ＯＫか Enter キーを押すと確認ダイアログが表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ダイアログが表示されるので 

    ＯＫをクリックするか 

   Ｅｎｔｅｒキーを押すと 

 

 

 

 

 単価が変換された 

 

            7～14 の分類の単価が２倍 

            されます。 

 

 

 

        ２倍に変換された 

 

 

        ２倍に変換された 

 

 

 

 

 

 

 ４－７、単価をコピーする 

            作成した内訳書の単価をコピー 

            する必要がある場合各行で単価 

            を変えなくても複数行を指定し 

            一括で変更する事が出来ます。 

     ①メニュから単価変換をクリック      これはマスターファイルも同様 

            に変更できますので自社に 

            合った単価のマスターファイル 

            を効率よく作成する事が出来 

              ます。 

            電線管で工事種類が複数ある 

            場合（いんぺい、露出等）に 

            使用します。 
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単価コピーダイアログが表示された 

            開始行は 1 から最終行の範囲 

            より選択 

            終了行も 1 から最終行の範囲 

            より選択します。 

            通常、備考 2 はコピーしない 

            ので必要な場合は備考 2 も 

            コピーにチェックを入れます。 

            内で入力します。 

 

 

 

 

 

        ②開始行と終了行を入力（ここでは 2 を入力） 

 

 

 ＯＫか Enter キーを押すと確認ダイアログが表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              ③ダイアログが表示されるので 

              ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキー 

              を押すと 

 

 

 

 

 単価がコピーされた 

  ①貼り付けﾎﾞﾀﾝか CTRL+V キーを押すと 

 

 

 

 

 

 

 

         ④2 行目の 97 がコピーされた 

 

 

 

 

 



 34

 ４－８、数量を変換する 

            作成した内訳書の数量を変更 

            する必要がある場合各行で単価 

            を変えなくても複数行を指定し 

            一括で変更する事が出来ます。 

            これは資材を集計して原価計算 

     ①メニュから数量変換をクリック      する場合にマンション等で各戸 

            項目で１戸あたりの内訳を作成 

                 して表紙（項目集計）で１戸当 

                  りの単価ｘ戸数で金額を表示 

            した場合、集計すると１戸当り 

            の数量しか計算されないので 

            個数分の数量に変換する必要が 

あります。 

 

 

数量変換ダイアログが表示された 

            開始項目は 1 から最終項目の 

範囲より選択します。 

            掛け率は 0.1 から 999 の範囲 

            で入力します。 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

          ②変換項目を入力（ここでは 2 を入力） 

          ③掛け率を入力（ここでは 2 を入力） 

 

 ＯＫか Enter キーを押すと確認ダイアログが表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ④ダイアログが表示されるので 

           ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキー 

           を押すと 
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数量が変換された 

 

 

 

 

 

          

        ⑤1 行目から数量が２倍になっている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－９その他掛け率を削除する 

            労務費の歩掛にはその他掛け率 

            をかけて計算されていますので 

            労務費の歩掛合計は歩掛 x(1+ 

その他掛け率）x 数量を各行毎 

            に集計した値が数量へ○○人で 

            表示されますが、その他掛け率 

     ①メニュからその他掛け率を削除をクリック      が必要ない場合に 1活で削除し   

            ます。 

               その他掛け率 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＫか Enter キーを押すと確認ダイアログが表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ダイアログが表示されるので 

         ＯＫをクリックするかＥｎｔｅｒキー 

         を押すと 
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その他掛け率が消去された 

 

 

 

 

 

 

       その他掛け率がすべて削除された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４－１０、盤の労務費を計算する 

            製作品の分電盤等労務費の歩掛 

            けの入ってないときに呼び出し 

    ③分電盤のボタンをクリックすると       て歩掛けを計算します。 

         

 

 

 

    ①分電盤を内訳作成ウィンドに転送 

 

 

 

②この時点では盤に歩掛けが入っていないので 

 

    

 

 

 盤労務費計算ダイアログが表示された 

            歩掛けの入力が終了すれば 

            内訳に送るボタンをクリック 

            すれば内訳作成ウィンドに 

          ③追加ボタンを押せば 転送されます。 

         

 

          ④合計に追加されていく 

     ②内容が表示されるので数量を入力すると 

     歩掛ｘ数量が計算されるので 

 

 

     ①開閉器 3P100A を選んでクリックすると 
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 労務費の歩掛けが転送された 

            制御盤の歩掛け計算方法も 

            同様の操作です。 

 

 

 

 

 

 

歩掛修正値が表示された 

 

 

 

 

 

 ４－１１、配線器具労務費を計算する 

            配線器具の歩掛けを変更等 

            のときに呼び出して計算 

    ②配線器具のボタンをクリック      します。 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ①ここに歩掛けを入力するので 

 

 配線器具労務費計算ダイアログが表示された 

盤労務費計算と同様の操作 

            で行います。 
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労務費の歩掛けが転送された 

 

 

 

 

 

 

 

③歩掛修正値 0.081 が表示された 

 

 

 

 

 

 

ここまで内訳作成ウィンドウの機能について説明しましたが、マスターファイルおよび後に説明する集計ウィンドウでもすべて 

ではありませんが同様の機能がありますので、マスターファイルの単価更新、追加登録も効率よく作業ができます。 

 

４－１２、大、中、小項目と表紙計、中計、小計、項目内計について 

            各項目の見出しは小項目分類を 

            選択します。 

            この分類が一致していないと次 

      に示す項目集計に金額が表示 

されません。 

 

 

     ①マスターファイルの分類 0001 の電灯設備工事が 

 

 

            ②内訳作成のウィンドに転送 

されている 

 

 

 

 項目２の明細を表示 

            工事項目と記号と小計 

            は必須入力です。 

            ない場合は項目 1 の見出し 

            に金額が表示されません。 

         ①この記号と   ②この小項目の分類を項目 1 と一致させる 

 

 

 

 

 

 

 

       

      各項目の合計は小計分類を使用 
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項目 1 の項目集計（見出し） 

 

 

 

 

   

            中項目分類 

 

   ③項目２のこの行の記号と、    ④項目２の小計がここに表示される    小項目分類 

   小項目の分類が一致していれば 

            総合計分類 

            （表紙に合計 

を表示） 

 

 

 中項目の使い方 

            項目１の上に項目を挿入して 

            中項目の電気設備工事に金額 

      ①新項目追加をクリックして      表示出来るようにします。 

 

      

 

②ダイアログが表示されたらＯＫをクリック 

  

             

             

 

項目 1 が挿入されたので 

             ここに項目２から電気設備工事 

            を行コピーしてきます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

項目２を表示して行コピー 

            １行目の電気設備工事と４行目 

            の合計金額を項目１に表示する 

                  には記号を一致、または品名、 

            規格が一致しなくては表示でき 

            ません。 

    ①記号に数値か、アルファベット入力 

         ②ダイアログが表示されたらＯＫをクリック 
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 項目１へ項目２の１行目（中項目）をコピーする 

            単価が表示されたら単位に式 

            を入力してＥｎｔｅｒキーを 

            押せば金額が表示されます。 

 

 

 

         項目２の合計金額が表示されるので 1 式を入力 

 

 

 この方法で、Ａ 屋外工事、Ｂ、屋内工事またはＡ Ａ棟電気設備工事、Ｂ Ｂ棟電気設備工事の中項目の下にそれぞれ小項目を 

 作成することが出来ます。 

同様の方法でこの上に大項目集計を作成することも出来ます。 

中項目、大項目、の使い方については付属の内訳サンプルを参照してください。 

 

１項目内を小計で区切る 

１項目内で材料と労務費を 

小計で区切りたい場合は項目 

            内計分類を使用 

 

 

 

 

 

 

 

            ①項目内計ボタンをクリックすると 

 

 

 

 

 

項目内計（小計）が表示された 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

    ②ここに材料の合計が表示される 
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４－１３、経費を計算する 

 経費には経費 1、２、と手入力があります。 

 経費１、２の分類に諸経費等の行を作成して掛け率を設定すれば自動で計算します。（通常は経費１のみ使用） 

 手入力は自動計算しないので任意の金額を書き込むことが出来ます。 

 注：労務費を計上して積算モードでは分類なしの行に入力してもかまいませんが、複合単価で積算モードでは 

分類なしでは表示できないので必ず経費（手入力）分類を使用する必要があります。 

 

 

 

 

      ②諸経費を表示して諸経費をダブルクリックして転送 

 

 

  ①諸経費分類をダブルクリックして 

 

        

 

 

 

諸経費を入力(自動計算) 

 

 

 

 

           ②諸経費掛け率が 0.1 なので 

 

                

        ①諸経費の数量をクリックすると 

 

 

         ③諸経費金額が表示される 

 

 

 

 諸経費を入力(手計算) 

 

 

 

 

           ①諸経費掛け率が空白なので 

 

 

 

       ②諸経費を手動で入力 

 

 

              ③金額が表示される 
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消費税を入力 

これまでの内訳に消費税を追加

して消費税入りの内訳書を作成 

            します。 

 

    ③消費税をダブルクリックして内訳作成ウィンドに転送 

 

 

             

  ②消費税分類を選択して          

      ①ここに小計を挿入 

 

       ④消費税が表示される 

 

 

第４章 各種設定について 

 ここでは、計算、印刷に関する設定について説明します。 

 

 

分類に計算式を割当てます 

  各項目の小計を雑材を調整して 1から 3桁の範囲で丸めます。 

        複合単価の丸めを切り捨て、四捨五入、補償用に設定します。 

        複合単価に表示する労務費の単価を設定します。 

        複合単価で積算か、労奴婢計上して積算を選択します。 

        見積書表紙に表示するファイルを選択します。 

         内訳書のヘッダー、フッターに表示するファイルを選択 

見積書表紙に表示するファイルを選択します。 

        内訳書のヘッダー、フッターに表示するファイルを選択 

        演算項目等を設定するファイルを選択します。 

        複合単価に使用する労務単価登録ファイルを選択します。 

        見積書の提出先ファイルを選択します。 

        盤の労務費を計算するファイルを選択します。 

        制御盤の労務費を計算するファイルを選択します。 

        配線器具の労務費を計算するファイルを選択します。 

 

５－１、演算分類を設定する 

            設定→演算分類設定を選ぶと 

            演算分類の設定ダイアログが 

            表示されます。 

            この数字で設定された分類を 

            マスターファイルから選んで 

            内訳作成画面に転送すること 

            により演算が出来ます。 

            例えば各項目の合計は小計 0079 

            ですからこの 0079 の分類に 

            登録された小計、合計を転送 

            すればその項目の合計が自動 

            計算されます。 

   この数字を変更すればどの分類 



 43

５－２、合計を丸める桁を設定する 

      桁の丸めダイアログが表示されたら▼をクリックすると下に 

      ０～３までの数値が表示されますので数値を選択します。 

      この設定は労務費を計上して積算モードで雑材消耗品を調整 

      して合計金額を丸めます。 

      ０：丸めなし 

      １：１０の位で丸め 

      ２：１００の位で丸め 

      ３：１０００の位で丸め 

    ここをクリック 

 

 

 

 

５－３、複合単価丸めを設定する 

      複合単価の端数の丸めの設定を行います。 

      切捨てに設定：端数を切り捨てて丸めます。 

      補償用に設定：補償物件用に合わせて丸めます。 

      ４捨５入に設定：端数を４捨５入して丸めます。 

 

 

 

 

 

     通常は切捨てに設定 

 

 

 

 ５－４、複合労務単価を設定する 

          複合単価用の労務単価を設定します。 

 

         ④登録ボタンをクリックすると変更を保存します 

 

 

 

 

       ②ここに表示されるので  ③訂正をクリックすると単価が変更されるので 

          注：この単価は複合単価で表示モードのみ 

          で使用される単価で、労務費を計上して 

          積算モードの労務費はマスターファイル 

の労務費分類の単価で計算されます。 

          ただ詳細ダイアログの“常時複合単価で 

     ①電工をダブルクリックすると表示“にチェックを入れた材料について 

          はこの単価が使用されるので双方の単価 

          を合わす必要があります。 

          例：支線材等を常時複合単価表示に設定 

          しています。 
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 ５－５、複合単価を表示する 

        複合単価で表示するにチェックがある 

        ときは複合単価表示積算モードになり 

        ます。 

        チェックのないときは労務費を計上して 

        積算モードです。 

 

 

 

      ここにチェックを入れる 

 

 

 

５－６、表紙フォームを設定する 

            表紙へ社名等を印刷するためのフォーム 

        を設定します。 

        このファイルは○○.frmで保存されてい 

        ますので、エキスプローラ等で名前を 

      この部分を修正   変えてコピーして修正すればいろいろな 

        印刷フォームを作成できますので設定の 

表紙フォーム選択ダイアログでファイル 

        を選択すれば、用途に応じた表紙を印刷 

       印刷開始Ｘ座標を設定 できます。 

 

        印刷開始Ｙ座標を設定 

 

          印刷フォントの大きさを設定 

 

 

 

 

   表紙作成ダイアログに書き込む備考欄の表紙の書き込み位置を設定 

  印鑑用の枠の位置、大きさを設定 

 

５－７、ヘッダー設定 

        内訳明細書に表示する見出し、社名 

        印刷位置を設定します。 

        このファイルは○○.hdrで保存されてい 

        ますので、表紙と同じように、用途に 

        応じた表紙を印刷できます。 

 

      中央に内訳書が印刷される 

 

 

 

      ページ数の印刷位置、大きさを設定 

     右下に社名を印刷 
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５－８、表紙ファイルを選択 

        表紙を印刷するためのファイルを選択 

        します。 

        複数のフォームのファイルが登録されて 

        いる場合このダイアログを開いてここに 

        読み込む事によりフォームの切り替えを 

        行う事ができます。 

        また、○○.frmが存在しません。新たに 

        ファイルを作成しますか？と表示された 

        時にもキャンセルしてここで再設定する 

       ②参照をクリック   事によりトラブルが解消できます。 

 

     ①デフォルトではこのように設定されているので 

 

        フォルダーの中から使用する表紙 

        ファイルを選択 

 

 

 

 

      ③このファイルを選択してダブルクリックするか、開くをクリックすると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ⑤OK で選択完了 

 

 

       ④ここに選択したファイルが表示されるので 

 

５－９、設定ファイルを選択 

        演算分類等を設定するファイル 

        ○○.stt を選択します。 

        操作は５－８、表紙ファイルを選択 

        と同様の方法で行います。 
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５－１０、相手先設定ファイルを選択 

        相手（取引）先を設定するファイル 

        ○○.dat を選択します。 

        操作は５－８、表紙ファイルを選択 

        と同様の方法で行います。 

 

 

 

 

 

 

５－１１、分電盤、制御盤、配線器具歩掛計算ファイルを選択 

        分電盤等、計算ファイル 

        ○○.dat を選択します。 

        操作は５－８、表紙ファイルを選択 

        と同様の方法で行います。 

 

 

 

 

    ②参照をクリック 

 

 

       ①デフォルトではこのように設定されているので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ③このファイルを選択してダブルクリックするか、開くをクリックすると 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ⑤OK で選択完了 

 

 

       ④ここに選択したファイルが表示されるので 
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第６章、 相手先登録、表紙作成 

６－１、相手(取引先)を登録 

 

 

 

 

     メニューから相手先登録を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相手先登録ダイアログが表示される 

         ここに相手（取引先）を登録して 

         いきます。 

 

 

 

        ④保存をクリックすれば書き込み完了 

 

    ①新規登録はここに書き込んで  ②登録ボタンをクリック 

    ⑥ここに表示されるので修正後  ⑨削除ボタンをクリック 

        ⑦訂正ボタンをクリック 

 

      ③ここに表示されるので   ※変更を保存するときは必ず保存ボタン 

      ⑤変更するときはここをクリックすると をクリックしてください。 

      ⑧この行を削除したいときは 

 

 

 

 

 

６－２、内訳書に表紙を作成する 

 

 

 

     メニューから表紙作成を選択 
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表紙作成ダイアログが表示された 

         このダイアログで表紙を作成 

         します。 

 

 

 

        ①ここに工事名等を入力します 

      ⑤提出先に表示するには 

         ②ここに作成日を入力（印刷されない） 

         ③ここに提出日を入力（印刷される） 

       ④ここに表示された金額が表紙に印刷されます（表紙計分類で計算されたもの） 

 

 

 

 

 

 

 ⑥相手先登録ダイアログを表示する 

 

 

 

 

         ⑨転送ボタンをクリック 

      ⑧ここに表示されるので 

 

 

 

      ⑦提出先を選択してクリックすれば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      相手先が登録された 
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第７章 印刷 

 ７－１、プリンタの設定 

 

 

 

 

 

 

 

      ①ファイル、メニューからプリンタの設定を選択 

 

 

 

 プリンタを選択 

 

 

 

 

 

       ②使用するプリンタを選択 

 

 

 

       ③用紙を選択 

         ④横書きのときはここを選択 

 

 

 ７－２、内訳書印刷 

 

 

 

 

 

 

     ①ファイル、メニューから印刷を選択 

 

 

 

 印刷設定ダイアログが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

   ①表紙を印刷するときはここを選択 
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 プレビューで表示 

         プレビューでみるとこの 

         ように横書きの表紙が 

         表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 印刷設定ダイアログを表示して 

        表紙なしの印刷を選択 

 

 

 

 

    表紙なしを印刷するときはここを選択 

 

 

 

 

 

 

 プレビューで表示 

         プレビューでみるとこの 

         ように横書きの表紙なし 

         内訳書が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 51

縦書きの内訳を印刷する 

        縦書きで印刷をする時は 

        ５－８、表紙ファイルを選択の 

        方法でＡ４縦書き.frm をクリック 

        します。 

 

      このファイルを選択してダブルクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 印刷設定ダイアログを表示して 

        表紙付内訳書印刷とＡ４縦内訳書 

        を同時に選んでチェックをいれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレビューで表示 

        プレビューでみるとこの 

        ように縦書きの表紙付 

        内訳書が表示される。 
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 印刷設定ダイアログを表示して 

        内訳書印刷とＡ４縦内訳書を同時に 

        選んでチェックをいれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プレビューで表示 

        プレビューでみるとこの 

        ように縦書きの表紙なし 

        内訳書が表示される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７－３、総括表印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ファイル、メニューから総括表印刷を選択 
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 総括表をプレビューで表示 

           このように品名、単価 

           数量、金額、歩掛等 

           構成要素を印刷します。 

           公共事業等の設計根拠 

           提出用に使用します。 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７－４、総括表を単価表で印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ファイル、メニューから総括表を単価表で印刷を選択 

 

 

 

 単価表印刷はどのようなときにするか 

         材料が何種類かあり、常時複合単価で 

         表示すにチェックがあるデータ-を 

         印刷します。 

         用途としては設計事務所で複合単価で 

         内訳書を作成した時の根拠提出用と 

         して使用します。 

         ※すべてのデータ-にチェックを入れ 

    常時複合単価で表示すにチェック     て全データ-を印刷するか、総括表の 

         補助として複数材料を使用するものを 

         単価表で印刷します。 

         労務費を計上して積算モードでは 

         材料を合計して表示にチェックの 

         あるものも印刷します。(予定) 
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 単価表をプレビューで表示 

         内訳１行毎に複合単価の 

         単価表にして印刷します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８章 テキストファイルで出力 

 ８－１、内訳書をテキストファイル出力 

内訳書をテキストファイル出力して 

        エクセル等の表計算ソフトで読み込める 

        ようにします。 

 

 

 

 

 

 

      ファイルからテキストファイル出力をクリック 

     ファイルから代価(単価)表テキストファイル出力をする場合はここをクリック 

 

 

 内訳書テキストファイル出力ダイアログが表示される 

 

 

 

 

   １行間隔をあけて出力をしたいときチェック 

 

 

 

 

          現在編集中のファイル名が拡張子を.txt に変えて表示される 
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 次に表計算ソフトを立ち上げます 

 

 

 

 

 

     ②先ほどテキスト出力したファイルが表示される 

 

 

 

 

 

 

 

      ①読み込むファイルの種類をテキストに変更すると 

 

 

 

 このような画面が表示されるので 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ③次へをクリック 

 

 

 

 表計算画面に表示 

          セルで区切られたデータ 

          －が表示されますので 

          他社の表計算で作成した 

          内訳書にも貼付けする 

          事ができます。 

          同様の手順で代価（単価） 

          表も読み込む事ができま 

          す。 
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第９章 作成した内訳書から集計表を作成 

 ９－１、集計画面に読み込み 

 

 

 

 

        メニューから集計ファイル呼び出しをクリックすると 

 

 

 

 集計画面が表示されるので 

         ここに内訳書の材料、付属品 

         雑材消耗品、労務費等を分類 

         毎に集計して表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ファイルから 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ①積算ファイルを変換を選択してクリックすると 

 

 

 積算ファイル選択ダイアログが表示される 

 

 

 

 

    ②参照をクリックすると 
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 複合表示確認ダイアログが表示されるので     ※重要事項 

         ここで注意しなくてはいけない事は 

         複合単価モードで作成された内訳書 

         の場合、付属品、雑材消耗品、労務費 

         電工、普通作業員等が表示されていな 

         いので必ず労務費を計上して積算 

         モードに切り替えて付属品、労務費等 

         を表示出来るようにしてから内訳ファ 

         イルを変換しなくてはいけません。 

         また、マンション等のように内訳書で 

         １戸分の内訳を作成して表紙で５戸分 

         を計上した場合等は内訳書の数量を 

 ファイルを開くダイアログが表示される      ５倍した内訳書に変更（表紙は五戸を 

         １式に変更）しなくてはいけません。 

         いずれにしても内訳書の合計金額と 

         集計の合計金額と合っているかは 

         担当者の責任で確認する必要が 

         あります。 

    ③集計したいファイルを選択すると 

 

 

 

       ④ここにファイル名が表示されるので ⑤開くか③でダブルクリックすると 

 

 

 

 

 

 

 

         ＯＫをクリックすると 

 

 

     ⑥ここに表示されるので 

 

 分類集計された材料が表示された 

         項目１は分類集計が表示 

         されます。 

         各分類の詳細は項目２以降 

         から表示されます。 
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 各分類の詳細を表示 

 

 

 

   ①項目移動をクリックすると 

 

 

 

 

      ②集計分類移動ダイアログが表示される 

      ので電線をダブルクリックすると 

 

 

 

 

 

 

 項目４が表示された 

         選択した項目４の電線の 

         集計が表示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同様に項目１１を表示 

         労務費が集計されて 

         表示されています 
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 ９－２、集計表を印刷 

       用紙はプリンタの設定でＡ４縦置きに 

       設定してください。 

 

 

 

 

 

     ファイルから印刷プレビューを選択します 

 

 

 

 

 集計表の印刷画面が表示された 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ９－３、集計表をテキストファイル出力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ①ファイルからテキストファイル出力を選択すると 
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 集計表テキストファイル出力ダイアログが表示される 

       ファイル名はフルパスで入力して拡張子を 

       txt としてください。 

       例ドライブＣの積算ホルダーに sample という 

       名前で保存するときは 

       c:\積算\sample.txt と入力します。 

 

 

 

 

   ②ここに出力したいファイル名を入力 

 

 

 表計算ソフトを立ち上げて 

       ファイルの種類をテキストファイルに変えて 

 

 

 

 

       c:\積算\sample.txt を選択すると 

 

 

 

 

 

 

 

 セル毎に集計表が読み込まれた 

        このデータは工事実績表等に貼り付けて 

        毎月の出来高実績を集計して原価管理 

        に役立つものと思います。 
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第１０章 使用上の注意とトラブル対処法 

１０－１、マスターファイルの単価について 

    マスターファイルの単価は参考単価を掲載してありますのでご使用者が自社で積算に採用している 

   単価を入力して原価計算等に反映させるための適正な価格を設定し直す必要があります。 

   単価入力の委託については別途費用にて申し受けます。 

   本ソフトウェアの単価変換、単価コピー機能を使用すれば効率よく入力できます。 

   歩掛等については国土交通省建築工事積算基準に準拠しています。 

   (建設物価調査会の建設単価データーベース利用には現在では対応しておりません) 

  

１０－２、内訳書作成に関する注意事項（かならずお読みください） 

   本ソフトでは数量を入力すれば、金額を表示、経費を入力すれば経費の金額が合計を入力すれば各項 

目毎の合計、全体の合計が自動で計算されますので作業時間が短縮でき、経費削減につながります。 

しかしながら、本ソフトウェアは積算業務を支援するためのものであり出来上がった見積書の正当性に 

ついては補償するものではありませんのでご使用者において提出前に単価、金額、経費、合計金額、及 

び表紙金額については検算等チェックを行ったうえで今までの積算実績に照らし合わせて妥当かどう 

か判断した上で提出する必要があります。 

また本ソフトウェアは演算分類を設定したファイルを読み込む事によって分類に演算機能をもたせて

おりますが、使用者の操作、予期せぬトラブルで１部分が削除、または書き換わった場合、表計算ソフ 

トウェアの計算式が消えた時と同じように計算に不具合が生じます。 

また大項目、中項目を使った複雑な計算をした時など予想外の金額が出る場合(通常はありませんが)

もありえるかもわかりませんのでいずれにしても前後関連等(各項目の金額と項目集計の金額等が合っ 

ているか)に注意してかならず見直す事が肝心です。 

 

１０－３、漢字変換モードで数量、単価等の数値入力ができない場合 

  漢字変換モードでも数字を入力して Enterキーで数字（半角）で表示出来ますが Enterキーで消える 

場合はキーボードの左上の半角/全角キーを押して半角数字入力モードで入力してください。 

 

１０－４、漢字変換モードで先に変換した文字が次に変換確定した文字の次に表示される場合 

   これは Windows のバージョンと日本語変換機能の組み合わせでこのような症状が出るときがあります。 

  その場合は F-8キーを押すか、詳細をクリックするか、編集行をダブルクリックして詳細ダイアログを 

表示してそこで編集してください。（現在対応を検討中） 

 

１０－５、材料集計で分類集計に材料分類が表示されない場合 

   これはマスターファイルを他のマスターに設定した場合、分類名の書き込まれていない分類について 

は何も表示されませんので内訳作成ウィンドでマスターファイルをﾏｽﾀｰ.Mstに変更してください。 

１０－６、エラー表示がでてソフトウェアが立ち上がらない場合（XP まで） 

なんらかの原因でウィンドウズシステムホルダー内の Eest.INIファイルが書き換わっています。 

エクスプローラを立ち上げてツール-＞フォルダオプション-＞表示をクリックし全てのファイルを

表示するにチェックを入れて、登録されている拡張子は表示しないのチェックをはずして Eest.INI 

を探して削除します。 

その後ソフトウェアを立ち上げると、初期状態になっていますので、設定をクリックして再設定 

するか、ソフトウェアをアンインストールして再インストールし直す必要があります。 

Vista,7 以降はレジストリに書き込んでいますのでレジストリエディタで Eestを削除する必要が 

あります。 

１０－７、本ソフトウェアの仕様について 

仕様については予告なしに変更する事があります。その場合マニュアルの説明とは、食い違いが 

ある部分が発生する事があります。 
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第１１章 許諾契約書と免責事項 

１１－１、ソフトウェア使用許諾契約書 ご使用前に必ずお読みください。  

この契約は、お客様（個人/法人を問いません）とプレックソフト（以下、甲と表示）とお客様 

（以下、乙と表示）の間の契約であり、お客様が本契約書内容に同意いただいた場合のみ 

本ソフトウェアをご使用いただけます。 

 

ライセンスはこれを購入されたお客様が本ソフトウェアを 

  同時に１台のＰＣでのみ使用する権利です。本ソフトウェア 

  を同時に複数のＰＣ上で使用する場合には、同時使用する数のライセンスが必要となります。 

 

本ソフトウェアをご使用になる前に下記事項をお読み下さい。本ソフトウェアをご使用になりますと、

お客様は下記事項に同意されたものとみなされます。もし、ご同意いただけない場合には、ご使用に

ならないようお願いいたします。  

 

1. 使用権の許諾  

  甲は乙に対し、本ソフトウェア使用許諾契約書に基づき、入手されたソフトウェア（本ソフトウェ

ア）について以下の権利を許諾いたします。  

 

2. 著作権等  

  本ソフトウェアは甲が著作権ならびにその他の権利を有するソフトウェアです。  

 

3. その他条件  

  乙は、本ソフトウェアをリバースエンジニア、逆コンパイル、逆アセンブルしてはなりません。  

乙は、本ソフトウェアを第三者にレンタル、リースまたは譲渡することはできません。 

また、第三者に対し、再使用許諾することもできません。  

 

4. 保 証  

 甲は、本ソフトウェアに関して、その商品性及び特定の目的に対する適合性を含むその他の保証を

一切いたしません。  

 

5.免責事項 

甲は本ソフトウェアの使用に関して直接または間接的に生じる一切の損害についても責任を負いま

せん。  

 

この使用許諾契約は、日本国法に準拠するものといたします。 

 

 

１１－２、ご使用者の名前（社名）を表示 

本ソフトウェアには乙の名前（社名を内訳作成ウィンドのステータスバーに表示して登録 

ナンバーに代えさせていただきます。 

 

１１－３、サポート情報 

  弊社への連絡は、緊急時以外は電子メール（precsss@ybb.co.jp）でお願いします。 

 TEL 088-832-6965 

 FAX 088-832-6988 

 

製作、著作 プレックソフト（ＰｒｅｃＳｏｆｔ） 

   Ｍａｓａｚｕｍｉ Ｋａｗａｓｈｉｍａ 

 


